































































































































































































































96 金沢大学教育学部紀要 (教育科学編) 第55号 平成 17年
表1.小学校の授業展開
小題榊時数) ねらい (下位目標) 学習内容 児童の思考の流れ 教材
.教具① ･五感をはたらかせて実習し, ･ソー セージを手作りする. ･自分でもソー セージをつくることがで
き ･手作りソ手作りソーセ ソー セージを無添加で手作り･原材料について考える
. るんだ. セージのジ作り(2) できることを理解する. ･実習後,感想を書く. ･楽しく作ることができた.
シピとそ材料･感転用プリント② ･晶質表示について理解する.･3つの品質表司手作り,添加物の ･同
じソー セージなのに,入っているも ･品質表司ソーセージの ･食品添加物に関心をもつ. いもの,少ないもの)を見比べて,
がたくさんあるものと,少ないものがある作り,原本 '材料について ･食品添加物について多角的にづ
いたことや疑問に思うこと,それによ.なぜかな. の多いもの,察(3) 考える
. 対する予想を書く. ･保存料とか発色剤つてなんだろう. 少ないもの･グノレ-プで話し合い,発表する. 入っているもので味に達し吻ミあるのかな.の比較プ リ
･疑問に思うことを教師がいくつか ･お肉屋さんやお店の人はど
う思っているントまとめ,グ′レ-プで疑問に対する 一
のだろう. ･ソー セ-～'をたてる. ･食品添加物つて必要なのかな.どんなEの袋･次回,ゲストティー チヤーを招い質問したり,
話を聞かせてもらうことを伝え,質問したい疑問をグ′レ-プことに考え分担する. たらきをするのかな.③ ･ゲストティー チヤーに質問 ･②での疑 をゲストティー チヤー に ･食品添加物は食品が腐らないよ
うにする ･食品添わインタビュー(1) る項目を考え,インタビュー 質問する.
働きがあるんだね. についてる. ･教師がポイントを整理し,必要で ･インスタン
トラー メンやハム,ソー セ プリント･食品添加物につ
いて理解 れぱ補足する. ジには,たくさんの食品添加物が使われ ･感転用プリS. ･インタビ
ュー してわかったことや いるよ. ント･手1腰性をより重晩してきた自予想と比べてみて思ったこと,感阻 ･晶質表示に使




,,辛 ･自己防衛のみでなく,社会参加 るためにはどうしたらいいのだろう. 無添加 ソ会レベルから考える. 点からも対策を考える. ･晶質表示を見てなるべく
食品添加物の少セージをイ･食品表示のマークについて ･無添加ソー セージを作る人々の ないものを選ぼう.(個) る人など
解する. を知る. ･食品添加
物にたよりすぎないように, 紹介プ リ'･消費者相談機関の存鮭や舌用 作りできるものは自分で作ろう.(価) ト法を理解する. ･ジャスマークのついている食品を買う.自分の意見を伝えたり, (価)を収集するため 方法を考 ーる. 自分で避けていても,ス-ノもー から食品添加物の多い食品はなかなか減らないじゃないかな.(社)スーパーの意見箱を利用する it食品の袋の裏にあ
る電話番号に電話して,質問したり自分たちの意見




































































































































小題榊時数) ねらレY下位目標) 学習内容 生徒の思考の流れ 教材
.教具(D ･調べたい課題に興味.関一己･好きな食べ物やよく食べるも ･いつも外出したときはハンバー ガーをよ
く ･自分の食新聞記事から をもつて取り組む. など,自分の食生活をふりかえり,
ベるよ. 活 についてえる(1) その特徴.儒向をつかむ. ･魚より肉が好きだな. くプリント･狂牛病についての新聞記事から･狂牛病の牛が日本で発見されたからじゃなし ･新聞記事気づ
くこと,知っていること, かな. プリント間に思う と発表す
る. ･でも狂牛病つてなんだろう. ･疑問に思う･疑問に思うことを教
師が分類し,T狂牛病は人でもなるのかな. ことなどを足りないものを補足する.それに ･ つて一体どんな病気なのだろう. くプリント
対する予想を考え,発表す る. ･牛肉を食 べても大丈夫なのかな.
･生徒には弼べたし開 を選ばせ,･狂牛病はどこから発生したのだろう.
裸題ごとにグ′レ-プ分けす る. ･他の国ではどうなっているのだろう.② ･新
聞作りの計画を立て, ･調べたい研願に対する ･どのように調査したらいいかな.新聞作りとイ'
通しをもつ. 料を収集し,グ′レ-プごとにまと･インター ネットや本などで調べてみよう.タビュー 調査
(3) ･多角的に狂牛病の問題や琵め,新聞作りをする. ･日本の狂牛病対策は万全だったのかな.題について考える. ･調べていく中で出てきた疑問 ･生産者の人たちはどう思っているのだろう.確謬したこと,聞いてみたいこ 肉
屋さんやス-/もー,酪農家の人 に々となどを,生産各企業など商pF]メールを出したり,実際に訪問してインタを提供する側に質問する(電話,ビュー しよう.
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する). ･狂牛病騒動で意抑 封ヒなどはあるのだろうか.対策を考えているのだろか.･調査の結果をまとめ,新聞の後に感
想を書く.③ ･狂牛病について理解し,Pp･調査結果をグノレ-プごとに ･狂牛病がどんなものかわか





を個人レベル,辛 ･牛肉を避ける.(個) ･裸題や感想消費者の対策(1) な姿勢が必要かを個人レ ､会レベル
の 2つの視点から考 ､･消費の仕方を見直す.(価) を書くプリ'ノt,,社会レべノ雌 鳥から る. トレー サビリティシステムを活用す
る.(個 トえる. システムを整備するようにスー











































































































･｢暮らしの情報誌｣ 2002年 9月 9日 コー
プいしかわ組合員活動部























小題枇時数) ねらLY下位目標) 学習内容 生徒の思考の流れ 教材
.教具① ･適伝碓 換え食品につし ･日本の食文化について思い出す｣ ･日本の食文化といえば,味噌やしょうゆ,･
日本の大豆自糸口日本の食文化(I) て興味.関心をもち, ･日本の食文化の項状を認敬する.豆腐などがある. 率と輸入先の料･遺伝子組換え殊題を設定する. 大豆自給率とアメリカから･それらはみんな大豆からできている.の輸入 現状を理解する. 大豆
が日本の食文化を作りあげてきたのに,･遺伝子組換え食品について知って
自給率はかなり低い. 品に賛成か反 ､いることや疑問に思うことをまとめ .･適伝子組換え食品に賛成か反､･アメリカ
からの輸入に頼っているけど,Iか等を書くプリ
伝子組換え大豆が入っているかもしれない.ン
ト.適伝子細換え食品つてなんだろう.身体にか,その理由をプリントに書く. 害があるのかな.･過 組 何のために作られたのだろう.
･どのように作られるのかな.こで作っているのだろう② ･遺伝子組換え食品につし









トラリア ･組み換えの花粉が普通の植物にも影響をなifl ぽす.生態系を狂わせるかもしれない.③ ･表示義務制度について ･⑳乃レポートをグループで-一つに イギリスでさ新 潮換え食品
は売れない.･各グ′レ-プの各国の対策.潤 解する. まとめる. ･カナダやアメリカ,オー ストラリアは遺伝
ジユメ者の態度につし･日本の消費者にとって ･調べたい国の状況や対応,潤 . 子組換えを国家の政策として強力に推進し ･参考資料て 調べ学習と発表会(4) 裸題を考える. の態度を調べる
.･調査したことをグノレ-71(国)ごとに発表する. いる.しかし,消費者は紐換えに反対してしる.･日本は表示を義務化し
ているが,不完全≠･必要であれば教師がポイントをまものである.とめる. ･日本の消費者は聾択する権
利をどのように主張できるだろうか.④ ･日本の消費者の課題を ･日本の 田肖矧 の裸頓を個人 ･これからは買い物の際に表示を見てみよう
.･消費者主宰助なと田肖幹剤の ､(1) 人,日本の国.行政.
企業,国.世界の3つのレぺ/レで考える. (価)･個人では,情報を収集するなどして,過 の資料世界の 3つのレベルで ･再鹿 避転子組換え食品に鞄如 ･授業振り返り
える. 反対か,その理由をプリントに 子組換え食品の知織を高めていく.(価) プリント･自分の健康だけでなく,く.最初のプリントと比較して授 ･生産者や企業に問い合わせる.(企)
世界の視野から経済的 開女郎寺からの自分の考えの変化を ･信頼できる農家や生産者をさがす.(個x企粟権を行使する必要性 分析し,授業の内容を振り返る. 適正な表示を求めて活動 続けていく.理解する. 合によって拙他国と手をつなぐ.(個x企 国(世)国は表示制度の見直しをする 国)
･自給率を上げる.(国)大豆トラスト運動をする.(個)(国)公正な貿易ルール
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ここでは､③からの続きで､食の安全を考え




































































































































1) 杉村桃子 ･綿引伴子 ･河本那未､｢食の安全｣に
焦点をあてた消費者学習の授業開発(第 1報)-
これまでの学習の検討-､愛媛大学教育実践総
合センター紀要､第23号､2005､111-124
2) 鶴田敦子､米<食と農>からはじめる総合的学
習､かもがわ出版､2000､2
3) 前掲書2)､3
4) 生活者の定義にあたっては､おもに次の文献を
参考にした｡鶴田敦子｢家庭科がねらわれてい
る｣朝日新聞社 (2004)p.173-177､桑畑美沙子 r食
べ物を教える一歴史と地域の再発見-｣人間選
書 (1987)p.15､荒井紀子｢市民性のエンパワー
メン トと家庭科における生活主体の形成｣大学
家庭科教育研究会編 『子どもが変わる/地域が
変わる/学校が変わる 市民が育つ家庭科』
(2004)p.62-74
5) 経済的投票権について､クリエンタールは ｢消
費者の選択行為は一種の毎日の国民投票 (daily
plebiscite)である｣(Lilienthal,D.,TVA:Democracy
ontheMarch(1944)P.113)と述べている (今井光
映 ｢消費者福祉の理念と課題｣今井光映 ･小木
紀之『消費者福祉』ミネルヴァ書房(1970)P.18-19).
